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Q
久
し
ぶ
り
の
市
民
病
院
で
す
ね
。

A
10
年
前
に
2
年
間
、
市
民
病
院
に
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ず
っ
と

大
学
病
院
に
い
ま
し
た
が
、
9
か
月
間

常
勤
医
が
不
在
だ
っ
た
市
民
病
院
へ
の

赴
任
を
希
望
し
ま
し
た
。

Q
ご
専
門
は
？

A
大
学
病
院
で
は
、
下
肢
静
脈
瘤
や
顔

面
の
手
術
を
主
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

下
肢
静
脈
瘤
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
リ
ッ

ピ
ン
グ
よ
り
侵
襲
の
少
な
い
局
所
麻
酔

下
で
の
高こ

う

位い

結け
っ

紮さ
つ

、
硬
化
療
法
を
多
く

行
っ
て
い
ま
し
た
。

Q
形
成
外
科
と
整
形
外
科
の
違
い
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
…
？

A
形
成
外
科
は
、
一
言
で
い
え
ば
体
の

表
面
を
対
象
と
し
ま
す
。
一
方
、
整
形

外
科
は
骨
、
筋
肉
、
腱
と
い
っ
た
内
部

を
扱
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
顎
や
頬
、

目
の
奥
、
鼻
と
い
っ
た
首
か
ら
上
の
骨

は
形
成
外
科
や
そ
の
他
の
科
で
扱
う
こ

と
が
多
く
、
線
引
き
が
難
し
い
で
す
ね
。

Q
小
さ
い
頃
は
ど
ん
な
お
子
さ
ん
で
し

た
か
？

A
細
か
い
作
業
が
好
き
で
、
プ
ラ
モ
デ

ル
を
作
っ
た
り
、
工
作
を
よ
く
し
て
い

ま
し
た
。
構
造
が
知
り
た
く
て
、
時
計

を
分
解
す
る
こ
と
も
好
き
で
し
た
。
組

み
立
て
直
す
の
は
無
理
で
し
た
が

（
笑
）。
ち
な
み
に
こ
の
頃
の
将
来
の
夢

は
、
大
工
か
美
容
師
で
し
た
。

Q
形
成
外
科
を
選
ん
だ
理
由
は
？

A
形
成
外
科
は
繊
細
な
仕
事
の
た
め
、

性
格
上
合
っ
て
い
る
と
思
い
、
選
び
ま

し
た
。
綺
麗
な
も
の
を
作
り
出
す
と
い

う
点
で
、
大
工
や
美
容
師
と
近
い
も
の

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
繊
細
さ

が
求
め
ら
れ
る
手
術
等
を
し
た
患
者
さ

ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
。
よ
く
な
り
ま

し
た
。
先
生
の
お
か
げ
で
す
。」
と
言

わ
れ
た
時
が
一
番
嬉
し
い
で
す
ね
。

Q
市
民
病
院
で
多
い
疾
患
は
？

A
紹
介
患
者
さ
ん
を
含
め
、
皮
膚
腫
瘍

な
ど
の
表
面
か
ら
見
え
た
り
触
れ
る
症

状
で
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
多
い
で

す
。
ま
た
、
最
近
は
高
齢
化
や
疾
患
の

認
知
度
の
上
昇
に
よ
り
、
眼
瞼
下
垂
の

患
者
さ
ん
が
増
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

Q
形
成
外
科
の
分
野
で
の
今
と
昔
の
違
い
は
？

A
昔
は
傷
に
は
ガ
ー
ゼ
が
主
流
で
し
た

が
、
最
近
は
創
傷
治
癒
に
最
適
な
創
傷

被
覆
材
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
は
が
す

時
の
痛
み
な
ど
か
ら
解
放
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
以
前
か
ら
の
「
傷
は
乾
燥
さ

せ
て
治
す
」
か
ら
「
傷
に
は
適
度
な
湿

度
が
必
要
」
へ
と
傷
に
対
す
る
考
え
方

が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

Q
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

A
「
家
庭
サ
ー
ビ
ス
」
と
ま
で
は
言
え

ま
せ
ん
が
、「
お
父
さ
ん
」
で
あ
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
ま
だ

小
さ
い
の
で
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

Q
今
後
の
抱
負
は
？

A
現
在
は
常
勤
医
が
一
人
な
の
で
、
若
い

非
常
勤
医
師
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
外

来
、
病
棟
、
手
術
と
基
本
的
に
は
全
て
一

人
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
手

術
中
に
急
患
の
連
絡
が
き
て
も
、
対
応

が
で
き
な
い
の
で
、
歯
が
ゆ
さ
が
あ
り
ま

す
。
常
勤
医
が
複
数
体
制
に
な
っ
た
際

は
、
今
よ
り
も
専
門
的
な
治
療
や
急
患

へ
の
対
応
も
増
や
し
、
活
躍
の
場
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

林　

淳
也　
形
成
外
科
部
長
に
き
く

体
の
表
面
が
対
象
だ
か
ら
こ
そ
、
繊
細
さ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
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眼が
ん

瞼け
ん

下か

垂す
い

に
つ
い
て

形
成
外
科
部
長林　

　
　

淳　

也

　

眼
瞼
下
垂
と
は
、
ま
ぶ
た
が
上
が

り
に
く
い
（
眼
が
十
分
開
き
に
く
い
）

状
態
を
言
い
ま
す
。
下
垂
が
あ
る
と
、

物
を
見
る
時
に
あ
ご
を
上
げ
る
姿
勢

を
と
り
ま
す
。
ま
ぶ
た
を
よ
り
上
げ

よ
う
と
す
る
た
め
、
額
に
し
わ
が
寄

っ
た
り
、
眉
毛
が
上
が
っ
た
り
し
ま

す
。
額
の
緊
張
が
続
く
こ
と
で
肩
こ

り
、
首
こ
り
、
頭
痛
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

眼
瞼
下
垂
は
主
に
先
天
性
、
後
天

性
、
偽
眼
瞼
下
垂
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

最
も
多
い
の
は
後
天
性
の
も
の
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
腱
膜
性
眼
瞼
下
垂

で
す
。
こ
れ
は
ま
ぶ
た
を
上
げ
る
筋

肉
（
眼
瞼
挙
筋
）
の
末
端
部
の
腱
膜

が
瞼
板
（
ま
ぶ
た
の
縁
に
あ
る
少
し

硬
い
部
分
）
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
の
長
期
装
用
や
ま
ぶ
た
へ
の
直

接
外
力
（
こ
す
り
す
ぎ
）、
老
化
に
伴

い
腱
膜
が
薄
く
な
る
こ
と
な
ど
も
原

因
で
す
。

　

治
療
法
と
し
て
、
眼
瞼
挙
筋
機
能

が
十
分
に
あ
る
場
合
に
は
、
腱
膜
の

は
ず
れ
を
整
復
す
る
手
術
を
行
い
ま

す
。
眼
瞼
挙
筋
機
能
が
不
良
の
場
合

は
、
腱
な
ど
を
用
い
た
前
頭
筋
吊
り

上
げ
術
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
老
化

に
よ
り
ま
ぶ
た
の
皮
膚
が
た
る
む
眼

瞼
皮
膚
弛
緩
を
併
発
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
弛
緩
し
た
余

剰
の
皮
膚
を
切
除
し
ま
す
。

　

眼
瞼
下
垂
の
治
療
は
保
険
適
用
で

す
。
心
当
た
り
の
方
は
ま
ず
一
度
、

お
近
く
の
形
成
外
科
に
ご
相
談
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

病
気
ガ
イ
ド

町田市民病院　形成外科部長
林　淳也（はやし じゅんや）
Profile
東京慈恵会医科大学　卒
2004年1月～2005年12月町田市民病院勤務
2015年1月から町田市民病院勤務
2016年4月から現職



2016 . Spring まちだ市民病院  VOL.29

町
田
市
病
院
事
業
運
営
評
価

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

２
０
１
５
年
度
第
二
回
町
田
市
病
院

事
業
運
営
評
価
委
員
会
を
２
０
１
６
年

１
月
27
日
㈬
に
開
催
し
、
中
期
経
営
計

画
の
進
捗
状
況
や
２
０
１
５
年
度
の
財

政
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

町
田
市
民
病
院 

か
ら
の

せ
ら
知
お

委
員
か
ら
は
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
（
緊
急

性
の
な
い
軽
症
患
者
さ
ん
が
救
急
外
来

を
自
己
都
合
で
受
診
す
る
こ
と
）
を
す

る
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
職
員
が
疲
弊

し
、
き
ち
ん
と
し
た
医
療
を
継
続
し
て

提
供
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
に

は
、
時
間
外
選
定
療
養
費
の
加
算
を
と

る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
」

「
紹
介
状
を
持
た
な
い
患
者
さ
ん
が
、

市
民
病
院
が
本
来
持
っ
て
い
る
医
療
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
要

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
対
策

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
」「
患
者
さ
ん

の
待
ち
時
間
対
策
等
の
た
め
に
、
逆
紹

介
に
よ
っ
て
外
来
患
者
さ
ん
を
減
ら
す

こ
と
も
大
切
で
あ
る
」
等
の
ご
意
見
・

ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん　

川
上
直
美
（
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
川
村
益
彦
（
町
田
市

医
師
会
会
長
）、
木
藤
一
郎
（
旭
町
２

丁
目
町
内
会
）、
渋
谷
明
隆
（
学
校
法

人
北
里
研
究
所
常
任
理
事
）、
水
町
浩

之
（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
欠
席
）、

山
内
芳
（
税
理
士
）

50
音
順
・
敬
称
略

　

嗜
好
品
の
中
で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
は
脳
を
含
め
身
体
に
多
彩
な
薬
理
作

用
を
持
つ
薬
物
で
も
あ
り
ま
す
。
適
量

の
飲
酒
は
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的

効
用
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
過
量
摂
取

は
健
康
被
害
に
つ
な
が
る
こ
と
に
加

え
、
急
性
の
障
害
は
事
故
要
因
に
、
慢

性
の
精
神
的
障
害
は
家
庭
的
・
社
会
的

問
題
に
も
な
り
ま
す
。
故
に
、
そ
の

「
投
与
量
」
の
決
定
は
自
己
責
任
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
必
要
で

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
後
に
顔
面
紅

潮
・
頭
痛
・
吐
き
気
な
ど
を
引
き
起
こ

す
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
産
物
で

あ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
原
因
で

す
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
分
解
す
る

酵
素
の
強
さ
は
遺
伝
子
で
決
定
さ
れ
、

日
本
人
で
は
、
活
性
型
（
酒
に
強
い
）

56
％
、
低
活
性
型
（
飲
め
る
が
弱
い
）

40
％
、
不
活
性
型
（
全
く
飲
め
な
い
）

４
％
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
効
用
が
期

待
で
き
る
の
は
適
量
飲
酒
が
条
件
で
、

且
つ
そ
の
用
量
は
個
人
で
異
な
る
こ
と

を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
煙
に
は
250
種
類
以
上
の
有

害
物
質
が
含
ま
れ
、
そ
の
う
ち
70
種
類

が
発
が
ん
物
質
で
す
。
日
本
人
の
３
大

死
因
（
が
ん
・
心
疾
患
・
脳
血
管
障

害
）
の
い
ず
れ
に
も
関
与
し
て
い
ま

す
。
有
害
物
質
濃
度
は
主
流
煙
（
吸
い

口
か
ら
入
る
煙
）
よ
り
も
副
流
煙
（
周

囲
に
流
れ
る
煙
）
の
方
が
高
い
（
タ
ー

ル
3.4
倍
、
ニ
コ
チ
ン
2.8
倍
、
一
酸
化
炭

素
4.7
倍
）
こ
と
が
、
受
動
喫
煙
が
こ
れ

だ
け
問
題
視
さ
れ
て
い
る
理
由
で
す
。

　

が
ん
と
の
関
連
性
で
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
は
口
腔
・
咽
頭
・
喉
頭
・
食
道
・
肝

臓
・
乳
腺
の
が
ん
に
、
喫
煙
は
口
腔
・

中
咽
頭
・
下
咽
頭
・
喉
頭
・
肺
・
食

道
・
胃
・
肝
臓
・
膵
臓
・
子
宮
頸
部
・

尿
路
の
が
ん
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
過
量
飲

酒
と
喫
煙
が
重
な
る
と
口
腔
・
咽
頭
・

喉
頭
・
食
道
が
ん
の
リ
ス
ク
は
相
乗
的

に
上
昇
し
ま
す
。
適
量
飲
酒
と
禁
煙
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
が
ん
の
予
防
も
含
め

て
健
康
を
守
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

新
任
医
師
紹
介

①
出
身
大
学
・
卒
年　

②
趣
味　

③
メ
ッ
セ
ー
ジ

①群馬大学・2011年卒
②ショッピング
③ 患者様のライフプランに沿った医療
提供を目指しますのでお願いします。

秋
あき

山
やま

由
ゆ

佳
か

産婦人科

●
２
０
１
6
年
2
月
6
日
開
催

ア
ル
コ
ー
ル
と
タ
バ
コ
と

の
ど
の
病
気

ー『
の
ど
』の
健
康
を

守
る
は
な
し
ー

耳
鼻
咽
喉
科
副
部
長　
　
　
　

今　

西　

順　

久

市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

①東京慈恵会医科大学・2005年卒
②散歩・ウォーキング
③ 胃癌に対する腹腔鏡下手術を積
極的に行っております。

岩
いわ

崎
さき

泰
たい

三
ぞう

外科
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ス タ ッ フ

り
ま
せ
ん
。
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
の
特
徴

は
、
各
診
療
科
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
指
示
を

受
け
、
入
院
初
日
や
手
術
前
に
も
リ
ハ

ビ
リ
を
実
施
す
る
点
で
す
。
手
術
な

ど
、
急
性
期
治
療
を
終
え
、
状
態
が
落

ち
着
い
て
な
お
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
患

者
さ
ん
は
、
リ
ハ
ビ
リ
経
過
な
ど
の
書

類
を
持
っ
て
当
院
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
病
院

に
転
院
し
て
い
き
ま
す
。

外
来
リ
ハ
ビ
リ
は

な
い
の
？

　

前
述
の
よ
う
に
急
性
期
病
院
と
リ
ハ

ビ
リ
病
院
は
、
役
割
分
担
に
よ
っ
て
地

域
で
連
携
し
て
医
療
を
行
っ
て
い
る
た

め
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、
急
性
期
病

院
で
あ
る
当
院
は
外
来
リ
ハ
ビ
リ
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
は
、
介
護
保
険
下
で
行

え
る
地
域
の
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
）
を
活
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
？

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
リ
ハ

ビ
リ
）
に
は
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、

言
語
療
法
の
３
部
門
が
あ
り
ま
す
。

　

理
学
療
法
で
は
、
起
き
上
が
り
、
立

ち
上
が
り
、
歩
行
練
習
な
ど
に
よ
り
、

体
の
動
き
が
よ
く
な
る
よ
う
機
能
回
復

を
目
指
し
ま
す
。
作
業
療
法
で
は
、
日

常
生
活
で
の
動
作
（
食
事
、
ト
イ
レ
な

ど
）
や
作
業
（
家
事
・
手
工
芸
な
ど
）

に
よ
り
、
諸
活
動
の
自
立
を
目
指
し
ま

す
。
言
語
療
法
で
は
、
聴
く
・
話
す
・

読
む
・
書
く
と
い
っ
た
「
言
葉
」
の
練

習
等
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
や
、
食
べ
る
・
飲
む
こ
と
の
練

習
に
よ
り
飲
み
込
み
機
能
の
回
復
を
目

指
し
ま
す
。

　

部
門
ご
と
に
専
門
性
は
異
な
り
ま
す

が
、
病
気
や
ケ
ガ
で
日
常
生
活
が
不
自

由
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
少

し
で
も
元
の
生
活
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、

ま
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
が
向
上
す

る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

町
田
市
民
病
院
の

リ
ハ
ビ
リ
と
は
？

　

当
院
は
急
性
期
病
院
で
あ
る
た
め
、

治
療
や
検
査
が
最
優
先
と
な
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
を
主
目
的
と
し
た
病
棟
は
あ

廃は
い
よ
う
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

用
症
候
群
っ
て
何
？

　

入
院
す
る
と
安
静
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
す
。
風
邪
で
２
〜
３
日
寝
込
ん
だ
時

の
事
を
思
い
出
し
て
み
て
下
さ
い
。
ほ

ん
の
僅
か
な
寝
た
き
り
状
態
で
も
驚
く

ほ
ど
筋
力
も
体
力
も
落
ち
ま
す
。
入
院

し
て
安
静
状
態
が
長
期
間
続
く
こ
と
で

筋
力
が
低
下
し
た
り
、
関
節
が
硬
く
な

っ
た
り
、
め
ま
い
を
起
こ
し
た
り
す
る

な
ど
の
状
態
の
事
を
廃
用
症
候
群
と
呼

び
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
と
同
時

に
廃
用
予
防
も
入
院
リ
ハ
ビ
リ
で
は
重

要
で
す
。

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
へ

　

少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
変
化
に
気
づ

け
る
よ
う
、
ま
た
早
く
治
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
チ
ー

ム
医
療
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ご
家
族

の
方
の
リ
ハ
ビ
リ
見
学
も
可
能
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
声
か
け
下
さ
い
。

Ｐ
Ｍ
2.5
、
心
配
で
す
か
？

　

Ｐ
Ｍ
2.5
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
2.5
は
、
空
気
中
の
直
径
2.5
㎛
未
満

の
微
粒
子
。
本
邦
の
環
境
基
準
は
一
日

平
均
35
㎍
／
㎥
、
一
年
平
均
15
㎍
／
㎥

で
す
が
、
某
国
に
は
こ
の
10
倍
以
上
に

も
昇
る
濃
度
に
達
す
る
町
も
有
る
と
か

で
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
環
境
保
護
庁
に

よ
る
屋
外
大
気
の
質
分
類
で
は
〝
緊
急

事
態
〞
レ
ベ
ル
で
す
。

　

過
日
、
工
場
移
転
で
大
気
汚
染
激
化

の
町
の
住
人
が
Ｔ
Ｖ
の
取
材
に
答
え
て

い
ま
し
た
。「
昔
は
こ
ん
な
に
空
気
が
悪

く
な
か
っ
た
。
こ
れ
じ
ゃ
カ
ラ
ダ
が
変

に
な
っ
ち
ま
う
ょ
！
」
っ
て
、
タ
バ
コ

片
手
に
…
変
で
す
よ
ね
、
タ
バ
コ
片
手

に
大
気
汚
染
の
健
康
被
害
懸
念
。
禁
煙

ス
ペ
ー
ス
で
さ
え
、
巷
の
不
完
全
な
分

煙
居
酒
屋
な
ど
平
気
で
Ｐ
Ｍ
2.5
〝
危
険
〞

〜
〝
緊
急
事
態
〞
レ
ベ
ル
。
非
分
煙
や

喫
煙
室
は
さ
ら
に
そ
の
10
倍
に
も
。
そ

う
、
タ
バ
コ
の
煙
は
ま
さ
に
Ｐ
Ｍ
2.5
。

喫
煙
は
高
濃
度
Ｐ
Ｍ
2.5
の
積
極
的
暴
露

で
す
。
直
径
5
㎛
未
満
の
異
物
は
鼻
・

咽
頭
粘
膜
や
気
管
・
気
管
支
粘
膜
に
捉

え
ら
れ
ず
に
肺
に
達
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
喫
煙
に
よ
り
肺
気
腫
化
の
加
速

度
の
上
昇
や
肺
癌
発
生
の
確
率
上
昇
が

叫
ば
れ
て
い
る
の
も
頷
け
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
健
康
被
害
度
は
禁
煙
後
す

ぐ
に
は
低
下
し
な
い
も
の
の
、
危
険
因

子
は
避
け
る
が
得
。
究
極
は
ご
自
信
の

取
捨
選
択
で
す
が
、
早
め
の
禁
煙
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ま
た
副
流
煙
を
考
慮
し
、

特
に
若
年
者
同
席
で
の
喫
煙
は
避
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

病
気
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
良

し
で
す
。
肺
癌
も
然
り
。
万
が
一
に
備

え
少
な
く
と
も
年
一
回
の
検
診
は
お
受

け
下
さ
い
。
ま
た
一
次
検
診
で
異
常
指

摘
の
場
合
は
必
ず
二
次
検
診
を
受
け
て

下
さ
い
。
当
院
で
は
内
科
／
外
科
で
連

携
し
二
次
検
診
や
肺
癌
加
療
を
行
っ
て

お
り
ま
す
、
ご
相
談
下
さ
い
。

呼
吸
器
外
科
担
当
部
長

平　

野　
　
　

純
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≪材料(2人分)≫
◎春キャベツ　1／8個(60g)　　◎新玉ねぎ　1／4個(70g)　　◎菜の花　1／3束(70g)
◎パプリカ　1／2個(30g)　　◎卵2個　　◎とろけるチーズ　適量(10g)　　◎牛乳　大さじ1
◎塩、コショウ　少々　　◎サラダ油　大さじ1

★ワンポイントアドバイス★
☆野菜の甘みがしっかりでるまで焦げないように炒めること、卵ととろけるチーズ
はよく混ぜてからフライパンに流し込むことがポイントです。

つくって元
気！

1人分208kcal・塩分1.5ｇ
町田市民病院栄養科：髙頭

１日に必要な野菜量の１／３がとれる

野菜たっぷり　春野菜のオムレツ

　

２
０
１
６
年
１
月
28
日
に
「
緩
和
ケ
ア
地
域
交

流
・
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
全
体
で
在
宅
の
が
ん
患
者
さ
ん
を
支
援
す

る
た
め
、
当
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
（
川
崎
緩
和
医

療
専
任
担
当
部
長
）
と
地
域
医
療
機
関
（
西
嶋
医

院
吉
田
医
師
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
関
係
機
関

の
方
々
と
当
院
の
職
員
合
わ
せ
て
141
名
が
参
加

し
、
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
当
院
と
地
域
の
関
係
機
関
が
し
っ
か
り

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
緩
和
ケ
ア
地
域
交
流･

研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

私
は
4
月
1
日
に
町
田
市
病
院
事
業

管
理
者
に
再
任
さ
れ
、
引
き
続
き
病
院
長

と
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
ど
の
病
院
に
も
「
基
本
理
念
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
基
本
理
念
と

は
、
病
院
を
運
営
し
て
い
く
上
で
の
信
念

や
基
本
精
神
を
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

た
び
、
町
田
市
民
病
院
で
は
院
内
で
検
討

を
重
ね
、
基
本
理
念
を
新
た
に
『
地
域
か

ら
必
要
と
さ
れ
、
信
頼
、
満
足
さ
れ
る
病

院
』
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
基
本

理
念
は
あ
り
ま
し
た
が
、
長
文
の
た
め
、

職
員
に
と
っ
て
理
解
し
て
覚
え
る
の
が
大

変
で
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
職
員
に
も

市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
よ
り
分
か
り
や
す

く
、
覚
え
や
す
い
簡
潔
な
表
現
に
改
め
た

の
で
す
。

　

町
田
市
民
病
院
は
地
域
に
お
け
る
中
核

病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
田
市
で
唯
一
の
公
立
病
院
と
し

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
救
急
医
療
、
産
科
・
小
児
医
療
や
災

害
医
療
な
ど
に
も
基
本
理
念
の
下
で
、
応

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
「
市
民
病
院
は
も
う
町
田
に
必

要
が
な
い
」
と
思
わ
れ
た
時
、
当
院
の
存

在
意
義
は
無
く
な
り
ま
す
。

　

例
年
4
月
に
は
多
く
の
新
入
職
員
が
当

院
に
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
職
員
に
も

基
本
理
念
を
周
知
さ
せ
、
全
職
員
が
仕
事

を
す
る
際
の
共
通
の
原
点
と
し
ま
す
。
そ

の
上
で
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の

方
々
か
ら
「
か
か
っ
て
よ
か
っ
た
」、「
近

く
に
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
病

院
に
す
べ
く
、
職
員
一
同
こ
れ
か
ら
も

日
々
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご 

挨 

拶
 

近  

藤  

直  

弥

町
田
市
病
院
事
業
管
理
者

町
田
市
民
病
院
院
長

≪作り方≫
①春キャベツ、新玉ねぎ、菜の花、パプリカを2㎝程度の大きさに切る。
②卵、とろけるチーズ、牛乳、塩、コショウを合わせて混ぜておく。
③フライパンにサラダ油をひき、中火で①の野菜をしんなりするまで炒める。
④③に②を入れて少しかき混ぜ、弱火で焼きながら形を整える。
⑤生地を裏返し、中まで火が通ったら完成！適当な大きさにカットし、皿に盛り付けてください。


